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地震発生時の安全な行動 

○ 建物外壁や窓ガラスの落下、建物の倒壊、看板等の落下物がある場合は、カバンなどを頭にの

せ、すばやくその場所から離れる。 

○ ブロック塀や石垣など倒壊の危険のある場所からは、すばやく離れる。 

○ 海岸や川の河口付近にいる場合は津波のおそれがあるため、高台など安全な場所に迅速に避難

する。 

○ 山間部にいる場合は山崩れやがけ崩れが起こる可能性があるので、迅速に安全な場所に避難す

る。 

○ 崖下、川岸、河川敷などは、地割れ、地滑り、液状化現象が起きやすいので、すぐに離れる。 

○ バス、電車等に乗車している場合は、運転手、車掌、駅員などの指示に従う。 

○ 建物が立て込んでいる狭い道路を通っている時は、できるだけ速く広い場所に避難する。 

○ 古い建物など危険と思われる場所には近づかない。  

○ 倒れた電柱、たれさがった電線に近づかない。 

○ 橋の上は危険なので、すぐ離れる。 

 

 

風水害等への対応 (令和 8 年追記) 

① 台風等により児童生徒の安全確保が必要と判断される場合は、 横浜市教育委員会が前日午後４時

頃を目途に一斉休業を判断する場合がある。 

② 一斉休業となる場合は、学校から「すぐーる」で連絡する。 

③ 登校日の午前６時の時点で「レベル４大雨危険警報」「レベル４土砂災害危険警報」が発表されている

場合は休業となる。 

④ 登校後にレベル４大雨危険警報が発表された場合は、生徒の安全を最優先とし、 校内待機、引き取

り、下校時刻変更等の対応を行う。 

 

 

 


